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(54)【発明の名称】 超音波内視鏡装置

(57)【要約】
【課題】主操作部を把持して手元操作を的確、かつ容易
に行え操作性に優れた超音波内視鏡を備えた超音波内視
鏡装置を提供すること。
【解決手段】挿入部２２内を挿通した電気ケーブル３３
ｄ及びライトガイドファイバ５５は、主操作部２３ａ内
を通過してユニバーサルコード２４内に挿通配置されて
いる。超音波振動子１２から延出する振動子ケーブル１
２ａはフレキシブルシャフト１４内を挿通して駆動ユニ
ット６３近傍に配置されている回路基板６４に電気的に
接続されている。そして、この振動子ケーブル１２ａを
伝送された信号は、ユニバーサルコード２４内を挿通す
る超音波ケーブル６５によって伝送される。シリンダ５
６、５７に連結された流体チューブ５８はユニバーサル
コード２４内も挿通している。つまり、ユニバーサルコ
ード２４内には、電気ケーブル３３ｄ、ライトガイドフ
ァイバ５５、流体チューブ５８及び超音波ケーブル６５
が挿通している。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  観察用窓及び照明用窓を備えた挿入部先
端部に撮像素子を内蔵し、この挿入部先端部に対して突
没自在な超音波振動子を配設した超音波振動子部を有
し、この超音波振動子部を回転させる回転駆動源を操作
部を構成する主操作部の基端側に位置する副操作部に内
蔵した超音波内視鏡と、
前記回転駆動源を駆動制御する駆動制御回路及び前記超
音波振動子から伝送される電気信号を基に超音波観察画
像を生成する超音波用画像処理回路を備えた超音波診断
観測装置と、
前記撮像素子から伝送される電気信号を基に、内視鏡観
察画像を生成する内視鏡用画像処理回路及び前記照明窓
にライトガイドファイバを介して照明光を供給する照明
用ランプを内蔵した内視鏡観察装置とを具備する超音波
内視鏡装置において、
前記超音波内視鏡の主操作部又は副操作部の一方から前
記超音波診断観測装置又は内視鏡観察装置の一方に接続
される連結コードを延出し、
この連結コード内にこの超音波内視鏡から延出して前記
超音波診断観測装置及び内視鏡観察装置に接続される前
記ライトガイドファイバ及び複数の電気ケ一ブルをひと
まとめに挿通したことを特徴とする超音波内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、体腔内に挿入され
る挿入部の先端部に超音波振動子及び撮像素子を内蔵し
た超音波内視鏡を備えた超音波内視鏡装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、超音波振動子から生体組織内に超
音波パルスを繰り返し送信し、この生体組織から反射さ
れる超音波パルスのエコーを同一、或いは、別体に設け
た超音波振動子で受信して、この超音波パルスを送受信
する方向を徐々にずらすことによって、生体内の複数の
方向から収集した情報を可視像の超音波診断画像として
表示する超音波診断装置が種々提案されている。
【０００３】この超音波診断装置の１つに、挿入部の先
端部に内蔵した超音振動子から生体内に超音波パルスを
繰り返し送信し、生体内から反射する超音波パルスのエ
コーを同一、或いは、別体に設けた超音波振動子で受信
し、この超音波パルスの送受信する方向を少しずつ変化
させることによって、生体内の複数方向から収集した情
報を可視像の超音波診断画像として表示させる超音波内
視鏡がある。
【０００４】例えば図６に示すように超音波内視鏡１
は、体腔内に挿入される可撓性を有する細長で先端部２
ａに超音波振動子を備えた振動子部６及び撮像素子（不
図示）を内蔵した挿入部２と、この挿入部２の基端部に
連結された把持部を兼ねる主操作部３ａ及び前記振動子
部６を回転駆動させる駆動ユニットを内蔵した副操作部
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３ｂを有する操作部３とを具備しており、前記主操作部
３ａの側部からは連結コードであるユニバーサルコード
４が延出し、前記副操作部３ｂの側部からは超音波コー
ド５が延出している。
【０００５】そして、前記ユニバーサルコード４の基端
部に設けた内視鏡用コネクタ４ａは図示しない内視鏡観
察装置に着脱自在に接続され、前記超音波コード５の基
端部に設けた超音波用コネクタ５ａは図示しない超音波
診断観測装置に着脱自在に接続されるようになってい
た。
【０００６】また、前記振動子部６は、振動子部進退操
作レバー３ｃを適宜操作することによって、破線に示す
ように先端部２ａの先端面から突出した状態と先端部２
ａ内に収めた収容状態とに切り換え操作できるようにな
っていた。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】しかしながら、前記図
６に示した超音波内視鏡では主操作部３ａを把持して挿
入部２を手元操作する際、前記主操作部３ａ及び副操作
部３ｂから延出して内視鏡観察装置及び超音波診断観測
装置に接続されているユニバーサルコード４及び超音波
コード５の取り廻しが難しく、操作中に、２本のコード
４，５が絡まったり、突っ張ったりして操作性を損なわ
れるおそれがあった。
【０００８】また、湾曲部７を湾曲操作するために湾曲
操作ノブ３ｄを操作する際、前記振動子部進退操作レバ
ー３ｃに接触して振動子部６が突出するおそれがあっ
た。
【０００９】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、主操作部を把持して手元操作を的確、かつ容易に
行える、操作性に優れた超音波内視鏡を備えた超音波内
視鏡装置を提供することを目的にしている。
【００１０】
【課題を解決するための手段】本発明の超音波内視鏡装
置は、観察用窓及び照明用窓を備えた挿入部先端部に撮
像素子を内蔵し、この挿入部先端部に対して突没自在な
超音波振動子を配設した超音波振動子部を有し、この超
音波振動子部を回転させる回転駆動源を操作部を構成す
る主操作部の基端側に位置する副操作部に内蔵した超音
波内視鏡と、前記回転駆動源を駆動制御する駆動制御回
路及び前記超音波振動子から伝送される電気信号を基に
超音波観察画像を生成する超音波用画像処理回路を備え
た超音波診断観測装置と、前記撮像素子から伝送される
電気信号を基に、内視鏡観察画像を生成する内視鏡用画
像処理回路及び前記照明窓にライトガイドファイバを介
して照明光を供給する照明用ランプを内蔵した内視鏡観
察装置とを具備する超音波内視鏡装置であって、前記超
音波内視鏡の主操作部又は副操作部の一方から前記超音
波診断観測装置又は内視鏡観察装置の一方に接続される
連結コードを延出し、この連結コード内にこの超音波内
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視鏡から延出して前記超音波診断観測装置及び内視鏡観
察装置に接続される前記ライトガイドファイバ及び複数
の電気ケ一ブルをひとまとめに挿通している。
【００１１】この構成によれば、超音波内視鏡の主操作
部及び副操作部を備えた操作部から、ライトガイドファ
イバ及び複数の電気ケ一ブルを内挿した連結コードが一
本だけ延出する。
【００１２】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１ないし図５は本発明の一実施
形態に係り、図１は超音波内視鏡を含む超音波内視鏡装
置を説明する図、図２は超音波内視鏡の先端部を説明す
る先端部正面図、図３は超音波内視鏡の先端部を説明す
る長手方向断面図、図４は操作部内を挿通する電気ケー
ブル等を説明する図、図５は超音波振動子部と進退操作
レバーとの関係を説明する図である。
【００１３】図１に示すように本実施形態の超音波内視
鏡装置１０は、超音波内視鏡２０と、超音波診断観測装
置３０と、内視鏡観察装置４０と、前記超音波診断観測
装置３０及び内視鏡観察装置４０にそれぞれ接続され、
内視鏡画像及び超音波画像を表示するモニタ５１，５２
と、超音波ケーブル６０と、図示しない流体制御装置と
で主に構成されている。
【００１４】前記超音波内視鏡２０は、光学像を取得す
る図示しないＣＣＤ等の撮像素子を備えた撮像装置（図
３の符号１１参照）と、超音波画像を取得する超音波振
動子（図３の符号１２参照）を備えている。前記超音波
振動子は、長手方向に対して進退自在な超音波振動子部
２１に配置されている。
【００１５】前記超音波診断観測装置３０には、前記超
音波内視鏡２０の前記超音波振動子を回転させる後述す
る回転駆動源を制御する駆動制御部３１や前記超音波振
動子から伝送される電気信号を基に超音波観察画像を生
成する超音波画像生成部３２等が設けられている。
【００１６】前記内視鏡観察装置４０には、前記超音波
内視鏡２０のＣＣＤからの電気信号を受けて標準的な映
像信号に変換処理するビデオプロセッサ部４１及び前記
超音波内視鏡２０に照明光を供給するランプ（不図示）
を有する光源部４２等が設けられている。
【００１７】具体的に、前記超音波内視鏡２０は、体腔
内に挿入される可撓性を有する挿入部２２と、この挿入
部２２の基端部に連結された操作部２３と、この操作部
２３の側部から延出する連結コードであるユニバーサル
コード２４とで主に構成されている。
【００１８】前記挿入部２２は、先端側から順に、硬質
な部材で形成した先端構成部２５、例えば上下左右方向
に湾曲自在な湾曲部２６、柔軟で細長なシースで形成さ
れた可撓管部２７を連接している。
【００１９】前記操作部２３は、把持部を兼ねる主操作
部２３ａと、この主操作部２３ａの後端部に設けられ回
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転駆動源である駆動ユニットを内蔵した副操作部２３ｂ
とで構成されている。そして、この主操作部２３ａの基
端側から前記ユニバーサルコード２４が延出している。
なお、前記ユニバーサルコード２４を主操作部２３ａの
側部から延出する代わりに副操作部２３ｂ側から延出す
るようにしてもよい。
【００２０】前記主操作部２３ａには例えば穿刺針など
の処置具を体腔内に導くための処置具挿入口２３ｃや前
記湾曲部２６を所望の方向に湾曲操作する湾曲操作レバ
ー２３ｄや送気及び送水の操作を行う送気・送水ボタン
２３ｅ、吸引を行う吸引ボタン２３ｆが設けられてい
る。一方、前記副操作部２３ｂには、前記超音波振動子
部２１を突没操作する進退操作レバー２３ｇや、超音波
画像や内視鏡光学画像を静止させたり、写真を撮るため
の複数のリモートスイッチ２３ｈが設けられている。
【００２１】前記ユニバーサルコード２４の基端部には
前記内視鏡観察装置４０に着脱自在に接続されるコネク
タ本体２８が設けられている。このコネクタ本体２８に
は前記超音波診断観測装置３０に着脱自在な超音波ケー
ブル６０が接続される第１電気コネクタ部２８ａ及び前
記内視鏡観察装置４０の前記ビデオプロセッサ部４１か
ら延出する図示しないカメラケーブルが接続される第２
電気コネクタ部２８ｂ及び前記光源部４２に着脱自在に
接続される光源コネクタ部２８ｃや送気口金、送水口
金、吸引口金等が設けられている。
【００２２】前記超音波ケーブル６０は、前記超音波診
断観測装置３０に接続される第１コネクタ部６１と、前
記コネクタ本体２８の第１電気コネクタ部２８ａに着脱
自在に接続される第２コネクタ部６２とを有している。
【００２３】図２及び図３に示すように前記超音波内視
鏡２０の挿入部２２を構成する先端構成部２５には超音
波観察を行うための超音波振動子部２１を収納する断面
形状が略円形の収納空間となる振動子部収納空間部２５
Ａが形成してある。したがって、前記先端構成部２５の
外表面の一部には前記振動子部収納空間部２５Ａに連通
して挿入部長手軸方向に対して略平行で細長な切り欠き
部２５ａが形成され、前記振動子部収納空間部２５Ａに
前記超音波振動子部２１を収納したとき、この超音波振
動子部２１の外表面の一部がこの切り欠き部２５ａを通
して前記先端構成部２５の外表面上に位置する。そし
て、前記超音波振動子部２１が前記進退操作レバー２３
ｇの進退操作に応じて突没する際、この超音波振動子部
２１の外周面部が前記切り欠き部２５ａの開口端部を案
内にして進退移動する。つまり、この切り欠き部２５ａ
は、観察用と案内用とを兼用している。
【００２４】図２に示すように前記先端構成部２５の先
端面２５ｂには前記処置具挿入口２３ｃを介して挿入さ
れた処置具を処置具チャンネルチューブ（図４の符号５
３参照）内を挿通させて観察部位に導く処置具導出口２
５ｃと、観察光学系３３を構成する観察用レンズカバー
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３３ａと、照明光学系３４を構成する２つの照明用レン
ズカバー３４ａ及びこれらレンズカバー３３ａ，３４ａ
の表面に付着した汚物や体液等を排除する液体、或いは
これら液体を吹き飛ばす気体などを噴出するノズル３５
が所定位置に配設されている。そして、前記照明用レン
ズカバー３４ａの基端面にはライトガイドファイバ（不
図示）が臨まれており、前記ノズル３５には送気・送水
チューブ（図４の符号５４参照）が連結されている。
【００２５】図３に示すように前記観察光学系３３は、
前記先端構成部２５に形成された前記振動子部収納空間
部２５Ａに併設し、所定の位置に接着剤或いはビス等に
よって一体的に固定されている。この観察光学系５０
は、観察部位の光学像を図示しないＣＣＤであるＣＣＤ
の撮像面に結像させる複数の光学レンズ３３ｂと、これ
ら光学レンズ３３ｂを保持するレンズ枠３３ｃ等で構成
されている。このＣＣＤからはＣＣＤを駆動する駆動信
号を伝送する電線及びこのＣＣＤで光電変換した電気信
号を伝送する複数の信号線をひとまとめにした電気ケー
ブル３３ｄが延出している。
【００２６】前記先端構成部２５の基端部外周には前記
湾曲部２６を構成する第１湾曲駒２６ａが固設されてお
り、この湾曲部２６はこの第１湾曲駒２６ａと複数の湾
曲駒２６ｂ，…，２６ｂとを回動自在に連接して構成さ
れている。これら湾曲駒２６ａ，２６ｂ，…，２６ｂの
外周には網管２６ｃ及び外皮チューブ２６ｄが被覆され
ている。そして、前記湾曲駒２６ａには図示しない湾曲
ワイヤが所定の位置に固定されている。
【００２７】また、前記先端構成部２５には前記振動子
部収納空間部２５Ａに連通する貫通孔が形成されてい
る。この貫通孔の基端部には断面形状が略凸字形状の第
１口金部材３６ａが固設されており、この第１口金部材
３６ａには挿入部２２内を挿通するガイドチューブ３７
の一端部が糸巻き接着等によって固定されている。この
ガイドチューブ３７内にはステンレス等の細径の金属素
線を網状に形成し、絶縁性の樹脂部材に一体成形によっ
て層構造に形成したブレード付き等、伸縮性の小さなチ
ューブ体で、前記進退操作レバー２３ｇの操作に応じて
超音波振動子部２１を先端構成部２５に対して突没させ
る進退用シース３８が挿通配置されている。
【００２８】一方、前記超音波振動子部２１は、超音波
の出射方向が挿入部長手軸に対して直交する超音波振動
子１２と、この超音波振動子１２が配置固定される曲面
部１３ａ及び細長な軸部１３ｂを備えた略Ｙ字形状で中
空構造のフレキシブルシャフト１４からの回転駆動力に
よって回転する振動子ホルダ１３と、この振動子ホルダ
１３の軸部１３ｂが遊嵌する貫通孔を有し、先端側に雌
ネジを形成した凹部を有する断面形状が略凸字形状で例
えばステンレス鋼などの金属部材で形成された振動子部
本体１５と、前記軸部１３ｂが摺動自在に挿通配置さ
れ、前記振動子部本体１５の凹部に形成されている雌ネ
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ジに螺合する雄ネジを外周面に形成した大径部１６ａと
前記振動子部本体１５の貫通孔内に係入配置される小径
部１６ｂとを有する滑り軸受部材１６と、前記振動子部
本体１５の先端側に糸巻き接着等によって固定配置され
るポリメチルペンテンやポリエチレン、ポリエーテルブ
ロックアミド等、超音波透過性に優れた材質で形成され
た先端キャップ１７と、この先端キャップ１７内に例え
ば流動パラフィン、水、カルボキシルメチルセルロース
水溶液、ＫＹゼリー等の超音波伝達媒体を封入する際に
着脱される前記先端キャップ１７に螺合するネジ部を有
する蓋体１８とで主に構成されている。この蓋体１８の
先端キャップ空間側には超音波振動子１２の端部を配置
可能にする逃がし凹部１８ａが形成してある。
【００２９】前記振動子部本体１５の基端凸部には前記
進退用シース３８の先端部が例えば糸巻き接着によって
固定されている。前記振動子ホルダ１３の軸部１３ｂの
基端側凹部には前記フレキシブルシャフト１４の一端部
が固定されており、このフレキシブルシャフト１４内に
は前記超音波振動子１２から延出して、この超音波振動
子１２を駆動制御する駆動信号や超音波振動子１２で受
信したエコー信号を伝送する振動子ケーブル１２ａが延
出している。このフレキシブルシャフト１４は、前記進
退用シース３８内に遊嵌した状態で挿通配置されてお
り、挿入部内を挿通して副操作部２３ｂ内に配置されて
いる駆動ユニット６３（図４参照）に接続されている。
【００３０】また、振動子部本体１５の側周面所定位置
には前記進退用シース３８の進退移動にしたがって前記
超音波振動子部２１を挿入部長手軸方向にスムーズに案
内移動させるためのガイドネジ３９が螺合固定されてい
る。このガイドネジ３９の基端部は、前記振動子部収納
空間部２５Ａの前記切り欠き部２５ａに対向する内周面
に挿入部長手軸方向に形成された案内溝２５ｄに配置さ
れている。
【００３１】さらに、前記振動子部本体１５の中央凸部
には突没自在な前記超音波振動子部２１を振動子部収納
空間部２５Ａの空間底面側に付勢する伸縮部材である例
えば、軟質ゴム等の弾性部材で形成した蛇腹部材４３の
一端部が例えば糸巻き接着によって固定されている。そ
して、この蛇腹部材４３の他端部は、前記貫通孔の先端
部に固定された第２口金部材３６ｂに例えば糸巻き接着
によって固定されている。このことによって、前記貫通
孔を通して体液等がガイドチューブ３７内に侵入するこ
とを防止している。
【００３２】なお、符号４６は超音波振動子１２から出
射される超音波が振動子部収納空間部２５Ａの内面で反
射するのを防止する超音波反射防止部材である。符号４
７は先端キャップ１７内に封入された超音波伝達媒体が
フレキシブルシャフト１４側に漏れたり、進退用シース
３８内に摺動性を向上させる目的で封入した潤滑油が先
端キャップ内に漏れることを防止する第１Ｏリングであ
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7
る。符号４８は振動子部本体と滑り軸受部剤との隙間を
通って超音波伝達媒体や潤滑油が漏れることを防止する
第２Ｏリングである。符号４９は摺動性を向上させる目
的で封入される潤滑油が注入される進退用シース３８の
空間部に連通する透孔を封止する封止ネジである。
【００３３】図４に示すように挿入部２２内を挿通した
電気ケーブル３３ｄ（二点鎖線参照）及びライトガイド
ファイバ５５（一点鎖線参照）は、操作部２３の主操作
部２３ａ内を通過し、前記ユニバーサルコード２４内を
挿通して前記コネクタ本体２８の第２電気コネクタ部２
８ｂ及び前記光源コネクタ部２８ｃまで挿通している。
【００３４】また、前記超音波振動子１２から延出する
振動子ケーブル１２ａは前記フレキシブルシャフト１４
内を挿通して駆動ユニット６３近傍に配置されている回
路基板６４に電気的に接続されている。この振動子ケー
ブル１２ａを伝送された信号は、この回路基板６４に接
続されて、前記ユニバーサルコード２４内を挿通して前
記コネクタ本体２８の第１電気コネクタ部２８ａに接続
され超音波ケーブル６５によって伝送されるようになっ
ている。そして、この超音波ケーブル６５内には前記駆
動ユニット６３の駆動モータを駆動させる電源コードが
挿通している。
【００３５】さらに、挿入部２２内を挿通した前記送気
・送水チューブ５４は送気・送水ボタン２３ｅが配置さ
れるシリンダ５６に連結され、吸引チューブを兼ねる前
記処置具チャンネルチューブ５３は吸引ボタン２３ｆが
配置される吸引シリンダ５７に連結されている。そし
て、これらシリンダ５６、５７に連結された流体チュー
ブ５８は前記前記ユニバーサルコード２４内を挿通して
前記コネクタ本体２８の送気口金、送水口金、吸引口金
にそれぞれ連結されている。つまり、前記ユニバーサル
コード２４内には、電気ケーブル３３ｄ、ライトガイド
ファイバ５５、流体チューブ５８及び超音波ケーブル６
５が挿通配置されている。
【００３６】図５に示すように本実施形態の超音波内視
鏡２０では前記進退操作レバー２３ｇを矢印に示すよう
に進退操作することによって、挿入部２２を構成する先
端構成部２５の先端面２５ｂから超音波振動子部２１を
矢印に示すように突没する構成になっている。
【００３７】つまり、前記進退操作レバー２３ｇを矢印
ａに示すように操作することによって、前記超音波振動
子部２１は前記蛇腹部材４３の付勢力に抗して先端構成
部２５が矢印Ａに示すように突出する。一方、前記進退
操作レバー２３ｇを矢印ｂに示すように操作することに
よって、前記超音波振動子部２１はこの進退操作レバー
２３ｇの操作に加えて前記蛇腹部材４３の付勢力によっ
て、矢印Ｂに示すように前記振動子部収納空間部２５Ａ
内にスムーズに収納される。なお、進退用シース３８の
他端部は、前記副操作部２３ｂ内で挿入部軸方向に摺動
するように配置された後述する進退機構部６６に固定さ

8
れている。また、前記超音波振動子１２は、駆動力伝達
部材であるフレキシブルシャフト１４によって伝達され
る回転駆動力によって回転するが、このフレキシブルシ
ャフト１４の基端部には図示しない駆動力伝達機構部を
介して前記駆動ユニット６３の回転駆動力が伝達される
ようになっている。
【００３８】このように、本実施形態の超音波内視鏡で
は、電気ケーブル、ライトガイドファイバ、流体チュー
ブ及び超音波ケーブル等を操作部の主操作部側部から延
出するユニバーサルコード内にひとまとめに挿通配置し
たことによって、操作部から延出する連結コードを１つ
にすることができる。このことによって、診察前の準備
作業が容易になるとともに、運搬・洗滌作業性が大幅に
向上する。
【００３９】また、超音波振動子部を突没させる進退操
作レバーを、湾曲操作レバーが設けられている操作部を
構成する主操作部と異なる副操作部に設けたことによっ
て、湾曲操作時に誤って進退操作レバーを操作してしま
うことや、進退操作レバー操作時に誤って湾曲操作レバ
ーを操作してしまうことを確実に防止することができ
る。
【００４０】さらに、付勢力を有する蛇腹部材の一端部
を振動子部本体の中央凸部に固定するとともに、他端部
を貫通孔の先端部に固定した第２口金部材固定したこと
によって、超音波振動子部を進退操作レバーの操作に加
えて、蛇腹部材の付勢力によって、確実に振動子部収納
空間部内に収納することができるとともに、貫通孔を通
して体液等がガイドチューブ内に侵入することを確実に
防止することができる。これらのことによって、術者の
作業性が大幅に向上する。
【００４１】なお、本実施形態においては超音波内視鏡
の超音波振動子部が、進退操作レバーの操作によって先
端構成部の先端面から突没する構成になっているが、超
音波内視鏡の超音波振動子部が所定の位置に配置されて
いる構成であってもよい。
【００４２】尚、本発明は、以上述べた実施形態のみに
限定されるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲
で種々変形実施可能である。
【００４３】［付記］以上詳述したような本発明の上記
実施形態によれば、以下の如き構成を得ることができ
る。
【００４４】（１）観察用窓及び照明用窓を備えた挿入
部先端部に撮像素子を内蔵し、この挿入部先端部に対し
て突没自在な超音波振動子を配設した超音波振動子部を
有し、この超音波振動子部を回転させる回転駆動源を操
作部を構成する主操作部の基端側に位置する副操作部に
内蔵した超音波内視鏡と、前記回転駆動源を駆動制御す
る駆動制御回路及び前記超音波振動子から伝送される電
気信号を基に超音波観察画像を生成する超音波用画像処
理回路を備えた超音波診断観測装置と、前記撮像素子か
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ら伝送される電気信号を基に、内視鏡観察画像を生成す
る内視鏡用画像処理回路及び前記照明窓にライトガイド
ファイバを介して照明光を供給する照明用ランプを内蔵
した内視鏡観察装置とを具備する超音波内視鏡装置にお
いて、前記超音波内視鏡の主操作部又は副操作部の一方
から前記超音波診断観測装置又は内視鏡観察装置の一方
に接続される連結コードを延出し、この連結コード内に
この超音波内視鏡から延出して前記超音波診断観測装置
及び内視鏡観察装置に接続される前記ライトガイドファ
イバ及び複数の電気ケ一ブルをひとまとめに挿通した超
音波内視鏡装置。
【００４５】（２）前記操作部を構成する副操作部側
に、前記超音波振動子部を突没させる進退操作レバーを
設けた付記１記載の超音波内視鏡装置。
【００４６】（３）前記超音波振動子部と前記挿入部先
端部とを、付勢力を有する蛇腹部材で連結した付記１記
載の超音波内視鏡装置。
【００４７】（４）前記蛇腹部材は、水密部材を兼ねる
付記３記載の超音波内視鏡装置。
【００４８】
【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、主
操作部を把持して手元操作を的確、かつ容易に行える、
操作性に優れた超音波内視鏡を備えた超音波内視鏡装置*
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*を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】超音波内視鏡を含む超音波内視鏡装置を説明す
る図
【図２】超音波内視鏡の先端部を説明する先端部正面図
【図３】超音波内視鏡の先端部を説明する長手方向断面
図
【図４】操作部内を挿通する電気ケーブル等を説明する
図
【図５】超音波振動子部と進退操作レバーとの関係を説
明する図
【図６】従来の超音波内視鏡を説明する図
【符号の説明】
２０…超音波内視鏡
２３…操作部
２３ａ…主操作部
２３ｂ…副操作部
２３ｇ…進退操作レバー
２４…ユニバーサルコード
３３ｄ…電気ケーブル
５５…ライトガイドファイバ
６５…超音波ケーブル

【図２】 【図３】
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